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位相空間Xの部分集合Sが疎 (nowhere dense)であるとはSの閉包が内点を持
たないことをいい，Sがやせている (meagre, first category)とは，Sが疎な部分
集合の可算個の和集合として表せることをいう．やせた集合の概念は「位相的に
小さい」ということの定式化であると考えられるが，QはQ自身のやせた部分集
合であることから，任意の位相空間に対して適切な定式化ではない．完備距離空
間においては，Baireのカテゴリー定理によってやせた集合が内点を持たないこ
とが分かるので，定式化として適切であるといえる．
完備距離空間Xの典型的 (typical, generic)な元 xが性質P を持つとは，性質P

を持たないようなx ∈ X全体の集合がやせていることをいう．具体的なXについ
てその典型的な元の性質を調べるのは興味深い問題であり，Xが閉区間 [0, 1]上の
実数値連続関数全体のなす線形空間に上限ノルムを入れた Banach空間 C([0, 1])

のときは，Banach, Mazurkiewiczによる定理「典型的な f ∈ C([0, 1])はいたると
ころ微分不可能である」に端を発し，今日でも古典的実解析学の主要な分野の 1

つとなっている．
この講演では，より一般に [0, 1]上の実数値有界関数全体のなす線形空間 bに
上限ノルムを入れたBanach空間の線形閉部分空間をXとした場合を考える．特
に，このようなXの典型的な元 f の連続点全体の集合C(f)がどれくらい小さい
かを考える．

KostyrkoとŠalátは [1]で，典型的な f ∈ Xに対して C(f)が Lebesgue零集合
である（すなわちほとんどいたるところ不連続である）ようなX の条件を決定
した：

定理 (Kostyrko, Šalát) Xを bの閉部分空間とする．C(f)がLebesgue零集合
であるようなf ∈ Xが存在すれば，典型的なf ∈ Xに対してC(f)はLebesgue零集
合である．さらに，[0, 1]上のLebesgue測度をµと書くと，仮定は inff∈X µ

(
C(f)

)
=

0に弱められる．

この定理はC(f)が測度論的に小さいかどうかを考察したものであるが，C(f)

が位相的に小さいかどうかを考察したものが本講演の主定理である：

定理 (S.) Xを bの閉部分空間とする．C(f)がやせているような f ∈ Xが存在
すれば，典型的な f ∈ Xに対してC(f)は疎である（よって特にやせている）．よ
り強く，次が成立する：[0, 1]の任意の空でない開集合 U に対して，ある f ∈ X

が存在してU \ C(f)はU のやせた部分集合ではないならば，典型的な f ∈ Xに
対してC(f)は疎である．
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